
様式 2

《単位互換提供科目詳細（シラバス）》

＊科目 No． 2402

科目概要記入欄

1．開設大学

広島文教大学 人間科学部
開催
方法

■対面（本学）

■オンライン（同時・録画・資料提示）

□その他（      ）

2．正式科目名

副題
児童・家庭福祉

配当年次 2 年

受入学年

学問分野 番号 25
名

称
社会学・社会福祉学

3．担当教員名 清水 克之

4．単 位 数 2 単位 5．開講学期 後期

6.開講期間

  曜日・時間

2026 年 10 月 1 日（木）～ 2027 年 1 月 28 日（木）

木曜日 13：10～14：40

7.基礎知識の有無
・「基礎知識を必要とする科目」 （               ）

・「基礎知識を必要としない科目」

8.募集人数 5 人 9.選考方法 抽選

10．科目内容・

  授業計画

【授業の概要】

児童家庭福祉問題の解決に必要な実践的知識と、その活用方法について解説する。授業に

は教員と学生、または学生同士のディスカッションを多く取り入れた協同学習の手法による

グループワーク活動とする。

授業のねらいは下記の通りである。

①児童が権利の主体であることを踏まえ、児童・家庭および妊産婦の生活とそれを取り巻く

社会環境について理解する。

②児童福祉の歴史と児童期の変遷や制度の発展過程について理解する。

③児童や家庭福祉に係る法制度について理解する。

④児童や家庭福祉領域における支援の仕組みと方法、社会福祉士の役割について理解する。

⑤児童・家庭及び妊産婦の生活課題を踏まえて、適切な支援のあり方を理解する。

【授業計画】

1. 児童・家庭福祉で問題となるテーマを外観、この科目の全体像を理解する

2. 現代の子育てはなぜ辛いのか？ 3. 母子保健制度 4. 保育制度

5. 学校における福祉問題：発達障害・いじめ問題・不登校 6. 少子化対策

7. 障害児支援 8. 養護問題 9. 児童虐待防止 10. 社会的養護 11. 非行問題

12. ひとり親支援 13. 困難女性支援と DV 防止制度 14. 子どもの権利と児童福祉の歴史

15. 児童家庭福祉の全体構造

11．試験・評価方法 授業への参加の度合（30％） 試験（70％）

12．別途負担費用

テキスト：「ひと目でわかる保育者・ソーシャルワーカーのための子ども家庭福

祉データブック 2025」中央法規出版 1430 円

「最新社会福祉士養成講座 3 児童・家庭福祉第 2 版」中央法規出版 2970 円

13．その他特記事項
課題は Teams を使用して提出する。

資料提示は Teams のファイルにアップロードする。

14．社会人受講
科目等履修生（単位付与）として受け入れ 可 否

聴講生（単位認定不要）として受け入れ 可 否


